
日
本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
国
内
旅
行
推
進
委
員
会

国内旅行政策提言

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
て

国
内
旅
行
政
策
提
言
　
　
　
　

「
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
て
」

（
一
社
）日
本
旅
行
業
協
会

国
内
旅
行
推
進
委
員
会

委
員
長
　
吉
川
勝
久

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
提
言
書

１
　
主
要
な
課
題
と
対
策
の
方
向
性

　
１
―
１
　
旅
行
需
要
の
地
域
へ
の
分
散

　
１
―
２
　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長

期
戦
略
」の
徹
底

　
１
―
３
　
地
域
に
お
け
る
長
期
的
な
基
本

計
画
の
必
要
性

　
１
―
４
　
発
地
側
の
ニ
ー
ズ
と
連
携
す
る

地
域
ご
と
の
総
合
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
必
要
性

　
１
―
５
　
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
効
果
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

　
１
―
６
　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
単

年
度
予
算
の
限
界

　
１
―
７
　
観
光
産
業
に
携
わ
る
人
材
の
不

足　
１
―
８
　
地
域
独
自
の
魅
力
を
体
験
で
き

る
体
制
整
備

　
１
―
９
　
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
が
可

能
な
港
湾
の
整
備

　
１
―

　
地
域
間
交
流
機
会
の
拡
大

　
１
―

　
旅
行
者
が
安
全
快
適
に
旅
行
で

き
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　
１
―

　
連
続
し
た
休
日
・
休
暇
の
取
得

　
１
―

　
地
域
間
連
携
の
拡
充

２
　
具
体
的
提
言

　
２
―
１
　
観
光
振
興
に
関
す
る
目
標
と

「
地
域
版
総
合
戦
略
」
の
徹
底
（
１
―
２
関

連
）

　
２
―
２
　
地
域
に
お
け
る
長
期
的
な
観
光

基
本
計
画
の
策
定
促
進（
１
―
３
関
連
）

　
２
―
３
　
観
光
基
本
計
画
を
推
進
す
る

「
観
光
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
実
現

（
１
―
４
関
連
）

　
２
―
４
　
人
材
の
活
力
を
最
大
限
に
活
用

（
観
光
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
）（
１
―
４
関
連
）

　
２
―
５
　
旅
行
会
社
と
連
携
し
た
地
域
の

（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
・
支
援
（
１
―
５

関
連
）

　
２
―
６
　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
複
数

年
化
に
よ
る
継
続
的
な
予
算
措
置
（
１
―
６

関
連
）

　
２
―
７
　
観
光
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と

育
成
・
支
援（
１
―
７
関
連
）

　
２
―
８
　
旅
行
者
が
安
全
・
快
適
に
旅
行

で
き
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
１
―
８
、

１
―

関
連
）

　
２
―
９
　
体
験
観
光
の
取
り
組
み
強
化
と

条
件
整
備（
１
―
８
関
連
）

　
２
―

　
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
発
着
可
能

な
港
湾
の
整
備
　（
１
―
９
関
連
）

　
２
―

　
地
域
間
交
流
の
促
進
の
受
け
皿

の
設
置（
１
―

、１
―

関
連
）

　
２
―

　
休
暇
取
得
の
促
進
（
１
―

関

連
）
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日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
は
、
６

月

日
に
開
催
し
た
定
時
総
会
で
、
国
土
交

通
省
観
光
庁
へ
４
月

日
に
提
出
し
た
国
内

旅
行
、
海
外
旅
行
、
訪
日
旅
行
の
政
策
提
言

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
政
策

提
言
は
、
６
月
５
日
に
政
府
が
決
定
し
た
観

光
振
興
行
動
計
画
「
観
光
立
国
実
現
に
向
け

た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
５
」

に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、

国
内
旅
行
推
進
委
員
会（
吉
川
勝
久
委
員
長
）

が
作
成
し
た
国
内
旅
行
政
策
提
言
「
地
域
経

済
活
性
化
に
向
け
て
」
を
紹
介
す
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
地
域
に
お
け
る
定

住
人
口
が
減
少
し
て
い
る
現
在
、
「
地
方
創

生
」
が
日
本
の
重
要
政
策
で
あ
り
、
「
交
流

人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
」
は
、
そ

の
主
要
な
解
決
策
で
あ
る
。
政
府
は
２
０
１

４
年

月
に
人
口
減
少
克
服
・
地
方
創
生
に

取
り
組
む
た
め
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
を
進
め
て
い

く
た
め
に
も
、
「
観
光
」
は
最
も
重
要
な
事

業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
国
が
関
係
省
庁

横
断
の
執
行
体
制
に
よ
る
地
域
支
援
施
策
を

実
施
す
る
際
、
一
過
性
で
終
わ
ら
な
い
観
光

を
基
軸
と
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推

進
を
期
待
す
る
。

　
２
０
１
２
年
に
お
け
る
国
内
観
光
消
費
額

は

・
５
兆
円
、
そ
の
生
産
波
及
効
果
は


・
７
兆
円
に
の
ぼ
る
。
今
後
地
域
に
お
い
て

は
、
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
数
を
増
や
し
、

旅
行
消
費
を
拡
大
し
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
観

光
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
は
、
若
者
や
女
性

を
中
心
に
地
域
の
定
住
人
口
減
少
打
開
策
の

柱
に
な
る
と
考
え
る
。

　
多
様
な
価
値
観
と
目
的
を
持
っ
て
訪
れ
る

旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
の
は
、
独
自

の
魅
力
あ
る
個
性
を
持
っ
た
地
域
で
あ
る
。

人
々
が
協
力
し
て
固
有
の
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
磨
き
を
か
け
、

国
内
外
に
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
の
新
た
な
発
展
を
生
み
出
す
原
動
力
と

な
る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
は
「
文
化
の
力
」
「
交

流
の
力
」
「
経
済
の
力
」
「
健
康
の
力
」

「
教
育
の
力
」
と
い
う
五
つ
の
「
旅
の
力
」

の
効
果
・
効
用
を
通
じ
て
、
新
た
な
文
化
・

価
値
の
創
造
、
持
続
的
な
経
済
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
地
域
や
自
治

体
は
、
受
地
側
の
立
場
か
ら
観
光
資
源
の
開

発
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
て
い

る
が
、
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
を
熟
知
す
る
発
地

側
の
旅
行
会
社
と
さ
ら
に
連
携
し
魅
力
あ
る

商
品
の
開
発
や
有
効
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
以
下
、
観
光
に
携
わ
る
受
地
と
発
地
の
連

携
を
強
化
し
、
地
域
へ
の
交
流
人
口
を
効
果

的
に
拡
大
す
る
た
め
に
、
１
と
し
て
主
要
な

課
題
と
方
向
性
を
述
べ
、
２
と
し
て
具
体
的

な
施
策
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

　
訪
日
旅
行
に
お
い
て
は
、
東
京
都
、
北
海

道
、
大
阪
府
の
３
都
道
府
の
実
宿
泊
者
数
が

全
国
の

・
８
％
を
占
め
る
（

年
）
。
国

内
旅
行
に
お
い
て
も
大
都
市
へ
旅
行
需
要
が

集
中
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
（
＊
）
、

地
域
に
旅
行
需
要
を
分
散
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
旅
行
者
が
出
か
け
る
動

機
と
な
る
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
　

　
＊
観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
に
よ

る
と

年
の
東
京
都
、千
葉
県
、神
奈
川
県
、

京
都
府
、
大
阪
府
の
５
府
県
の
実
宿
泊
者
数

で

・
８
％

　
国
の
観
光
関
連
予
算
は
観
光
庁
、文
化
庁
、

農
林
省
を
は
じ
め
多
く
の
省
庁
に
割
り
当
て

ら
れ
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
人
材
の
育
成
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
各
省
庁
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。
地
域
の
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め

に
は
、各
省
庁
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、

具
体
的
な
目
標
や
効
果
を
長
期
的
か
つ
統
一

的
に
明
確
に
し
て
、
施
策
に
対
す
る
十
分
な

効
果
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
観
光
に
関
し
て
、
地
域
自
ら
が
魅
力
を
高

め
、
磨
き
あ
げ
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
国

内
外
か
ら
の
旅
行
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
集
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
域
が
自
ら
「
地
域

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
て
魅
力
的
な
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

官
民
協
同
で
協
力
・
支
援
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
観
光
に
関
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
必

要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
機
能
が

観
光
素
材
の
紹
介
に
留
ま
っ
て
い
る
も
の
が

多
い
。
発
地
側
の
旅
行
会
社
が
、
地
域
の
素

材
を
生
か
し
た
商
品
開
発
、
宣
伝
展
開
を
行

う
た
め
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
機

能
を
持
っ
た
地
域
ご
と
の
総
合
的
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
、
「
観
光
総
合
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
）
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
の
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
単
年
度
で
は
な
く
長
期

的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
地
域
特

性
を
考
慮
し
な
い
全
国
一
律
の
手
法
で
は
効

果
も
限
定
さ
れ
る
。
　

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
策
定
さ
せ
検
討

し
た
上
で
、
効
果
的
な
地
域
支
援
が
必
要
で

あ
る
。

　
公
平
性
よ
り
も
効
果
性
を
重
視
し
た
施
策

の
実
行
を
推
進
で
き
る
体
制
の
整
備
が
望
ま

し
い
。

　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
・
実
施
す
る
う
え

で
、
現
状
の
予
算
は
単
年
度
ベ
ー
ス
の
予
算

で
あ
り
、長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
た
場
合
、

補
正
予
算
を
含
め
て
柔
軟
な
予
算
策
定
を
長

期
的
に
組
み
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
観
光
産
業
は
そ
の
役
割
や
勤
務
時
間
、
収

入
の
面
か
ら
労
力
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

バ
ス
の
乗
務
員
や
宿
泊
施
設
の
従
業
員
と
い

っ
た
観
光
を
支
え
る
人
材
不
足
が
顕
著
に
表

れ
て
い
る
。
賃
金
や
福
利
厚
生
等
待
遇
面
の

改
善
と
人
材
の
確
保
が
共
有
で
き
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
独
自
の
魅
力
は
、
地
域
な
ら
で
は
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
地
域
の
生
活
に
根
ざ
し

た
も
の
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
た

め
、
従
来
の
観
光
関
連
産
業
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
特
性
を
持
っ
た
他
産
業
の
協
力
が
望

ま
し
い
。

　
一
方
で
、
地
域
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
素

材
を
整
備
し
、
手
配
窓
口
や
利
用
条
件
を
整

え
、
旅
行
者
が
安
心
し
て
体
験
で
き
る
機
会

を
拡
大
す
る
た
め
の
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

　
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
今
後
も
増
加
す

る
見
込
み
で
、
特
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
区

の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
急
成
長
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
も
大
型
化
が
進
み
、


万
㌧
を
超
え
る
超
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
就
航

も
増
加
し
て
い
る
。

年
の
ク
ル
ー
ズ
船
に

よ
る
訪
日
外
国
人
数
は
前
年
比
２
・
４
倍
の


・
６
万
人
（
国
土
交
通
省
港
湾
局
港
湾
課


年
度
速
報
値
）
に
達
し
、
日
本
人
の
ク
ル

ー
ズ
需
要
も
増
加
し
て
い
る
。

　
国
土
交
通
省
は

年
に
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ

る
訪
日
客
１
０
０
万
人
を
実
現
す
る
た
め
、

出
入
国
手
続
の
円
滑
化
や
情
報
発
信
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
国
内
で
は
５
万
㌧
級
の
船
の
受
け
入
れ

が
可
能
な
港
で
す
ら
十
分
に
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
首
都
圏
で
は
橋

梁
の
高
さ
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
超
大
型
客
船

が
入
港
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
。

　
国
内
外
の
ク
ル
ー
ズ
需
要
の
増
加
に
応
え

る
た
め
に
も
、
超
大
型
船
の
受
け
入
れ
の
寄

港
が
可
能
な
港
湾
の
整
備
と
と
も
に
、
ク
ル

ー
ズ
客
を
迎
え
る
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
　

　
具
体
的
事
例
＝
首
都
圏
で
は
大
型
ク
ル
ー

ズ
は
横
浜
入
港
が
で
き
な
い
た
め
、
大
井
埠

頭
に
入
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
や
景
観

の
問
題
が
発
生
す
る
。
地
方
の
港
で
い
う
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
設
備
や
バ
ス
の
駐
車
場
に
も
課

題
が
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
・
学
校
・
企
業
な

ど
の
交
流
機
会
が
拡
大
す
れ
ば
、
地
域
レ
ベ

ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
強
ま
り
、
交
流
人
口

は
増
加
す
る
。
地
域
間
の
交
流
機
会
を
広
げ

る
継
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
へ
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

　
近
年
、
目
的
地
ま
で
の
移
動
手
段
に
公
共

交
通
の
利
用
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る（
＊
）。

高
齢
化
の
進
行
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
訪
日

旅
行
者
の
増
加
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
た
旅
行
者
が
増
え
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
＊
自
家
用
車
の
利
用
率
、
年

・
０
％
、


年

・
２
％
、

年

・
６
％
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｆ
）

　
一
方
で
、
旅
行
者
が
地
域
を
訪
れ
、
安
全

・
快
適
に
旅
行
す
る
上
で
整
備
す
る
課
題
は

多
い
。
宿
泊
施
設
・
公
共
交
通
機
関
な
ど
の

安
全
性
に
対
す
る
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
お
け
る
顧
客

対
応
や
言
語
対
応
、
病
院
や
治
療
施
設
と
の

連
携
、
旅
行
中
の
事
故
に
対
す
る
保
険
の
整

備
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
リ
ス
ク
対
応
も
整

備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
２
０
１
３
年
に
お
け
る
国
内
宿
泊
観
光
旅

行
の
１
人
あ
た
り
旅
行
回
数
は
１
・

回
、

１
人
あ
た
り
宿
泊
数
は
２
・

泊
で
、
１
回

あ
た
り
の
宿
泊
数
は
１
・

泊
に
過
ぎ
な
い
。

地
域
に
滞
在
す
る
時
間
が
増
え
れ
ば
、
地
域

で
消
費
さ
れ
る
額
も
拡
大
す
る
。
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、

連
続
し
た
休
日
・
休
暇
の
取
得
を
増
や
す
努

力
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。
　

　
ま
た
長
期
休
暇
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た

め
に
も
、
す
で
に
定
着
し
て
い
る
ハ
ッ
ピ
ー

マ
ン
デ
ー
制
度
の
維
持
、
継
続
が
必
要
で
あ

る
。

　
旅
行
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
近
隣
の
観
光
地
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

魅
力
的
な
観
光
地
域
を
作
る
努
力
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
点
の
開
発
か
ら
面
の

開
発
と
な
る
よ
う
な
指
導
・
支
援
が
必
要
で

あ
る
。

　
観
光
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
旅
行
者
が
地
域
を
訪
れ
た
い
と
思
う

「
動
機
」
と
旅
行
者
が
そ
の
地
域
を
訪
れ
て

感
じ
る
「
魅
力
」
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

「
動
機
」
や
「
魅
力
」
を
無
視
し
て
、
単
発

的
な
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
も
、
継
続
的
な
集
客
に
は
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
が
多
い
。
旅
行
者
の
視
点
に
立
っ
て

地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
磨
き
あ
げ
、
仕
組
み

を
造
り
商
品
化
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
伝
え
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
く
の
観
光
客
を
継
続
的
に
地

域
に
引
き
つ
け
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
提
言
を
行
う
。

　
国
の
観
光
関
連
の
予
算
は
分
散
さ
れ
、
各

省
庁
独
自
の
基
準
で
運
用
さ
れ
て
き
た
。
新

た
な
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
で
は
、
自
立
的
・
自
主
的
な
地
域
へ
の

支
援
に
お
い
て
国
が
関
係
省
庁
横
断
的
で
効

果
的
な
施
策
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。
地

域
独
自
の
魅
力
を
高
め
観
光
振
興
を
推
進
す

る
た
め
に
も
「
地
域
版
総
合
戦
略
」
の
徹
底

が
必
要
で
あ
る
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
観
光
を
地
域
振
興
の

根
幹
と
な
る
産
業
と
位
置
づ
け
た
長
期
的
な

基
本
計
画
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
。
地
方
公

共
団
体
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
に

際
し
、
併
せ
て
長
期
的
な
観
光
基
本
計
画
の

策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

　
交
流
人
口
増
大
を
実
現
し
、
地
域
の
観
光

基
本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
送
客
側

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
機
能
を
持
っ
た
「
観

光
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
実
現
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　
「
観
光
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
単

に
観
光
素
材
の
紹
介
に
留
ま
ら
ず
、
観
光
素

材
の
品
質
管
理
、
手
配
の
受
け
入
れ
窓
口
、

受
け
入
れ
に
関
す
る
条
件
整
備
、
受
け
入
れ

組
織
間
の
連
携
、
必
要
な
人
材
の
確
保
・
育

成
な
ど
を
担
当
す
る
。
「
観
光
総
合
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
、
旅
行
商
品
の
造
成
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
対

応
す
る
こ
と
で
、
旅
行
会
社
も
訪
問
者
の
拡

大
に
大
き
く
協
力
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
「
観
光
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
間
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
送

客
側
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
機
能
を
持

っ
た
「
観
光
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

設
置
・
維
持
の
た
め
の
予
算
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
、
国
と
し
て
も
積
極
的
な
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

　
地
域
の
観
光
資
源
を
生
か
し
、
「
観
光
総

合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
機
能
的
に
運
営

し
観
光
を
地
域
の
中
核
的
な
産
業
に
育
成
す

る
た
め
に
は
、
地
域
が
直
面
す
る
課
題
に
応

じ
て
、
観
光
素
材
の
開
発
・
向
上
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
人
材
育
成
を
担
い
、
観
光
関
連

以
外
の
産
業
も
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
と

り
ま
と
め
て
リ
ー
ド
す
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
、
グ
ル
ー
プ
、
企
業
な
ど
の
活
用
が
必
要

で
あ
る
。

　
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
を
推
進
し
て
い
く

中
で
、
そ
の
地
域
へ
の
旅
行
動
機
付
け
は
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
発
地
側
の
消
費
者
ニ
ー

ズ
を
熟
知
す
る
旅
行
会
社
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
よ
り
有
効
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

と
な
る
。
旅
行
会
社
側
も
そ
の
特
性
を
生
か

し
て
具
体
的
な
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

「
観
光
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
機
能

向
上
へ
の
協
力
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
連

携
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
が
自
治
体
ご
と
に
１
年
計
画
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
宣
伝
を
行
っ
て
も
効
果
は
限

ら
れ
て
い
る
。
年
度
の
途
中
に
計
画
の
実
行

が
決
定
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
旅
行
者
の
ニ

ー
ズ
や
旅
行
会
社
の
商
品
サ
イ
ク
ル
と
関
係

な
く
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
限
ら
れ
た
予
算
を
実
質
的
な
旅
行

者
の
増
大
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
複
数
年

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
公
表
し
、
発
地

側
の
旅
行
会
社
、メ
デ
ィ
ア
な
ど
と
連
携
し
、

適
切
な
時
期
に
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
集
客
増
加
に
つ
な
げ

る
こ
と
か
ら
補
正
予
算
を
含
め
た
柔
軟
な
予

算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

　
①
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
複
数
年
化
と

発
地
側
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
旅
行
会

社
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
へ
の
周
知

　
②
商
品
の
販
売
促
進
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

が
結
び
つ
い
た
宣
伝
媒
体
へ
の
支
援
を
行
う

　
③
商
品
の
販
売
促
進
と
複
数
の
メ
デ
ィ
ア

や
広
告
媒
体
と
の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
展
開
を
可
能
と
す
る
体
制
づ
く
り

　
④
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
旅
行
券
な
ど
の
制
度

の
継
続
的
活
用
　
等
々

　
バ
ス
の
乗
務
員
や
宿
泊
施
設
の
従
業
員
な

ど
、
基
幹
的
な
人
材
で
す
ら
不
足
が
ち
の
現

況
で
は
、
従
業
員
を
採
用
す
る
企
業
に
対
す

る
具
体
的
な
支
援
も
必
要
で
あ
る
。
特
に
旅

行
は
ピ
ー
ク
期
・
オ
フ
期
の
差
が
大
き
い
た

め
、
必
要
な
知
識
や
能
力
を
備
え
た
人
材
の

育
成
を
進
め
、
ピ
ー
ク
期
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
人
材
の
確
保
や
流
動
的
な
運
用
に
努

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
在
住
人
口
の
増
大
を
図
る
こ
と
も

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
観
光
に
携
わ
る
人
が

や
り
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
若
年
層

や
女
性
層
の
定
着
に
も
つ
な
が
り
、
地
域
か

ら
の
人
口
流
出
に
も
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る

と
考
え
る
。
観
光
客
の
増
加
に
よ
っ
て
観
光

振
興
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
地
域
の

住
民
に
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
高
齢
化
が
進
み
国
内
旅
行
で
も
旅
行
者
が

さ
ら
に
安
全
・
快
適
に
旅
行
で
き
る
環
境
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
修
学
旅
行
で
は
、
宿

泊
施
設
の
耐
震
性
に
対
す
る
関
心
も
強
ま
っ

て
い
る
。
訪
日
外
客
を
含
め
緊
急
時
の
体
制

な
ど
リ
ス
ク
対
応
の
強
化
も
必
要
で
あ
る
。

　
①
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
・
乗

り
換
え
、
荷
物
の
運
搬
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

案
内
・
設
備
の
整
備

　
②
街
や
集
落
が
持
つ
景
観
の
観
光
価
値
を

見
据
え
た
案
内
表
示
や
広
告
物
の
工
夫
・
規

制　
③
宿
泊
施
設
の
耐
震
強
度
の
測
定
や
耐
震

性
強
化
に
向
け
た
経
済
的
な
支
援

　
④
災
害
時
や
緊
急
時
に
お
け
る
顧
客
誘
導

や
言
語
対
応
、
病
院
や
治
療
施
設
と
の
連
携

な
ど
リ
ス
ク
対
応
の
強
化

　
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
観
光
素

材
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
め
、
「
観
光
総

合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
発
地
側
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
条
件
整
備
を
担
う
こ
と
で
、
体

験
観
光
の
商
品
を
増
や
し
、
旅
行
者
の
拡
大

を
図
る
。
し
か
し
一
方
で
、
最
近
で
は
宿
泊

に
お
い
て
は
民
泊
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
貸

し
等
々
、
制
度
上
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
事

例
が
あ
る
。
今
後
、
商
品
化
に
当
た
り
法
的

な
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、
国
と
し

て
の
明
確
な
方
針
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

　
国
内
お
よ
び
訪
日
ク
ル
ー
ズ
を
増
や
す
た

め
に
は
、
既
存
の
設
備
の
活
用
、
機
能
強
化

を
図
る
だ
け
で
な
く
、
国
と
し
て
ど
の
地
域

に
ク
ル
ー
ズ
客
を
迎
え
入
れ
る
か
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
戦
略
的
な
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
増
加
す
る
国
内
の
ク
ル
ー
ズ

需
要
を
吸
収
す
る
た
め
に
も
首
都
圏
な
ど
人

口
集
積
地
域
か
ら
近
い
港
へ
の
超
大
型
客
船

の
寄
航
を
促
進
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
超
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
可
能
な

港
湾
や
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
や
ク
ル
ー

ズ
客
の
円
滑
な
周
遊
を
可
能
と
す
る
た
め
の

環
境
整
備
（
貸
切
バ
ス
や
ガ
イ
ド
の
確
保
な

ど
）
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

　
訪
問
地
に
お
け
る
交
流
は
旅
行
の
大
き
な

動
機
・
満
足
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
継

続
的
に
地
域
を
訪
れ
る
需
要
を
創
出
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
修
学
旅
行
や

団
体
・
企
業
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
に
お
け
る
地
域
間
の
交
流
を
幹
旋
・

支
援
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
①
地
域
を
訪
問
す
る
学
校
や
団
体
が
希
望

す
る
交
流
の
機
会
を
幹
旋
・
提
供
で
き
る
機

能
を
強
化
す
る
。
海
外
か
ら
の
交
流
、
視
察

な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
機
能
を
備

え
る

　
②
地
域
に
お
い
て
特
定
の
テ
ー
マ
や
種
目

の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
主
催
す
る
こ
と

で
、
団
体
間
の
地
域
交
流
を
拡
大
す
る
機
会

を
提
供
す
る

　
③
地
域
の
団
体
が
全
国
大
会
や
国
際
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
交
流
を
拡
大
す
る
た

め
の
資
金
支
援
を
行
う

　
日
本
観
光
振
興
協
会
の
活
動
と
連
動
し
て

休
暇
取
得
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
旅
行
需
要

の
拡
大
お
よ
び
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が

る
。
国
が
主
体
と
な
っ
て
休
暇
取
得
の
促
進

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　

　
ま
た
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
も
、
国
民
が
旅

行
を
は
じ
め
休
暇
活
動
を
楽
し
む
機
会
を
拡

大
し
、
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
実
現
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
経
済
効
果
も
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
維
持
、

継
続
が
必
要
で
あ
る
。


